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農食法制度論

①農業法制度

②協同組合

③地域連携

農業・農村・食料を支える法制度のあり方を検討
研究の概要・特徴
農政をめぐる状況が大きく変化する中で、農地制度や農協制度を中心とした農業・農村を目に見えないかたちで支えてきた制度、団体の機能
について再検討し、農業経営及び農業生産を支える制度のあり方について考察することを研究課題としている。具体的には、地域農業の維持
を目的に担い手不足あるいは不在による農地管理を、どのような地域営農システムでカバーすべきか、さらには新たな地域農業の担い手とし
て位置づけられる新規就農者に対して、経営的に成り立つ地域支援（資金・技術・産地育成）施策の検討を進めている。

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
農地・農業団体、食の安全に関する法律や制度のあり方を検討し、新たな地域営農システムの構築は行う。また、地方創生の動きの中で社会
的課題を解決する行政以外の担い手として、住民自らがビジネスとして積極的に事業性を確保しつつ解決しようとする活動（ソーシャルビジ
ネス）についても検討する。
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